
小笠原諸島周辺海域における海上保安体制の強化について

小笠原諸島周辺海域においては、平成26年９月から翌年１月にかけて、中国サンゴ漁船が多数確認（最大200隻以上）
離島・遠方海域における業務執行体制を強化するため、小笠原保安署に巡視船を配備する必要
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整備済みの施設
巡視船乗組員の宿舎

◎巡視船の配備に向けた必要施設の整備
令和２年度予算 約１０．８億円
※令和元年度予算 約８．４億円

20ミリ機関砲

遠隔放水銃接舷用防舷物

停船命令等表示装置

複合型ゴムボート

遠隔監視採証装置

配属先：小笠原海上保安署（第三管区海上保安本部）

主要目：長さ 約４３．０メートル、総トン数 約２００トン、速力 約２５ノット以上

就役日：令和３年２月１６日（火）
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